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「とねりこ」

うらうらに照れる春日に



入所式

心心おおどどるる季季節節新新たなたなスタートスタート!!!!

新規利用者紹介

桜の開花の便りがあちこちで聞かれるよう
になった４月３日。新しく利用者の仲間とな
る２名を迎えて、入所式を執り行いました。

式ではこの２名の利用者の紹介、利用者代
表者による歓迎挨拶（村田久子さん）、併せて
いみず苑新規入職職員の紹介を行いました。

新しい環境でみなさん緊張した様子でした
が、少しずつ慣れて、楽しい毎日にしていき
ましょう。

保護者さんからコメントをいただきました

かがやき

稲 積  心 太 郎  さん

ひだまり

京 谷  一 昊  さん

お話し大好き、ダンス大好き、とに
かく体を動かして遊ぶ事が大好きで
す。いみず苑でたくさんの方から、か
わいがってもらえると嬉しいです。み
なさん、よろしくお願いいたします。

ドライブとお風呂が大好きです。人
に迷惑をかけず、自分でできることを
増やしていってほしいです。
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①2008年（平成20年）
②釣り
③�体力仕事、運動全般
④�利用者の笑顔を引き出せた時、利用者のできる力を

引き出せた時。
⑤�共に力を合わせ、助け合える仲間がたくさんいるところ。
⑥�一人ひとり（利用者、職員）が『いみず苑』で過ご

せて良かった！と思える日々を送れるよう、私にで
きることを考えて頑張ります！

①2018年（平成30年）
②好きなアーティストのLIVEに行くこと。
③曲の歌詞をすぐに覚えることができる。
④利用者の方とうまくコミュニケーションがとれて、通じあった時。
⑤�明るい笑顔がたくさんみられること。地域との交流が

多くあり、開放的なところ。
⑥�笑顔で仕事ができる環境があるのは、利用者の方や周

りの職員の方々のおかげです。日々とても充実した毎
日を送っています！

新規職員紹介

カラフルスマイル
彩り豊かないみず苑の職員を紹介するコーナー！

①入社年　②趣味　③特技
④仕事で楽しい、嬉しいと感じる時
⑤いみず苑の好きな所
⑥皆さんに一言！
Q

飯島 哲也
（ひびき愛）

野尻 畝莉加
（ひびき愛）

「地域支援課」課長
明 隆之

「総務課」事務員
市位 真衣

「ひびき愛」生活支援員
白﨑 佐保

「総務課」事務員
野口 紗希

「ひびき愛」生活支援員
郷倉 想

「ひびき愛」生活支援員
長徳 碧乃

「看護課」看護師
大野 佑圭

利用者・利用者家族及び地域の皆さんから信頼
され、親しみのある施設となるよう努力してまい
ります。よろしくお願いします。

早く仕事を覚え、利用者さんや職員の皆様のお
役に立てるよう頑張ります。よろしくお願いしま
す。

利用者さんとの関わりを大切にし、一人ひとり
に寄り添った支援をしていきたいです。

よろしくお願いします。

皆さんと協力して、頑張って仕事に取り組んで
いきたいです。よろしくお願いします。

1日でも早く一人前の職員になれるように一生懸
命頑張ります。よろしくお願いします。

笑顔で楽しく様々なことに取り組み、頑張って
いこうと思います。よろしくお願いします。

好きな言葉は一期一会。この度、新たなご縁を
いただき、皆様との繋がりを大切に仕事に取組み
たいと思います。

今年度より新たに働いている
職員を紹介します！
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１日のタイムスケジュール
8：30～ 登所

9：15 ラジオ体操・朝の会

9：30
缶・ペットボトル等回収活動缶・ペットボトル等回収活動

農作業・園芸作業農作業・園芸作業

9：50 歩行活動歩行活動  〈リサイクルメンバー〉

10：30 お茶休憩、トイレ

11：00
缶・ペットボトル活動等納品活動缶・ペットボトル活動等納品活動

農作業・園芸作業農作業・園芸作業

11：45 昼食、歯磨き、休憩

13：00
農作業・園芸作業農作業・園芸作業

缶・ペットボトル等プレス作業缶・ペットボトル等プレス作業

14：30

お茶休憩、トイレ

缶・ペットボトル等プレス作業缶・ペットボトル等プレス作業

農作業・園芸作業農作業・園芸作業

15：00 帰宅準備、清掃

15：30 帰りの挨拶、帰宅

き ら め きき ら め き
きらめきでは、アルミ缶やペットボトルを分別・プレスをして納品をするリサイクル作業、野

菜や花苗を育てて販売する農園芸作業を中心に、利用者が喜びや生きがいを持てるように活動を
提供しています。個性がきらめく事業所です。

それぞれの利用者のペー
スや量に合わせて、プレ
ス作業をしています

苑内や地域の花壇、販
売用の花苗への水やり、
除草などを行います

ひだまり軽運動室に
て、 音 楽 を 流 し て 歩
い た り、 モ ッ プ 清 掃
を行ったりします

地域や自治体の空き
缶やペットボトルを
回収します

第４回は、第４回は、「「きらめききらめき」」です。です。

笑笑顔顔のの輪輪ををつつななげげよようう！！

いみず苑の事業所紹介いみず苑の事業所紹介シリーズシリーズ
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お 花 見 め ぐ りお 花 見 め ぐ り
太閤山ランドなどの射水市方面、高岡古城公園や二上山などの高岡方面、呉羽方面など
に花見に行きました。桜が満開の場所が多く、みなさんの笑顔も咲き誇っていました。

\ 青 い 空 の 下、 桜 も 笑 顔 も 満 開 /

健健 康康 診診 断断 おお やや つつ セセレレククトト
４月８日　通所センターさんが

４月22日　七美

血液検査や胸部X線撮影、心電図検査等を実施しました。

利用者の皆さんの生活の質を高めることを目指し、
活力や生きがいがあふれる企画を考えていくQOL
委員会。今回は自分の好きなおやつを選ぶ「お
やつセレクト」を実施しました。「このおやつ好
き！」と気に入ったものを選び、満足そうな表情
がみられました。
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▲傾いたり崩れたり崩壊した建物があちこちに…

▲このトレーラーハウスで寝泊まりしました

▲日本海倶楽部のすぐ横に設置してある長い滑り台。目の前は海

富山県知的障害者福祉協会からの要請により、１月１日に発生した能登
半島地震で被災した社会福祉法人佛子園「日本海倶楽部」にて令和６年２
月28日から３月３日までの５日間、災害派遣支援に参加いたしました。
私は、これまで被災地のボランティア活動を行ったことはありませんで
したが、過去の研修等で佛子園の職員と交流した際に大変興味深く印象に
残った法人だったこともあり、是非とも参加したいと考えていたことが実
現しました。私は第29次のボランティア派遣であり、これまでに2,400
名以上のボランティアが全国各地から参加しサポートを継続している状況
でした。
派遣当日、集合場所の白山市を早朝に出発し、送迎車で約５時間かけて
奥能登にある現地施設に向かいました。道路はあちこちが陥没しており、
地震発生から１ヶ月以上が経過していましたが、地震の爪跡がまだしっか
りと残っている状況でした。車窓から、住めなくなったことを示す赤紙の
貼られた多くの家屋や崩壊寸前あるいは完全に崩壊した家屋などが何棟も
目に飛び込んできました。

施設内ではコロナが蔓延しており、感染対策を万全にしながら、施設内
での掃除や除菌、利用者さんの見守りや食事準備の補助等が私に与えられ
た役割でした。利用者の食事に関しては、勤務していた多数の厨房スタッ
フが被災して、ほぼ出勤できない状況となったため、ボランティアが入れ
替わり立ち替わりに、過酷な状況の中で食事の準備をしていました。元
来、「日本海倶楽部」は海を一望する高台に建つ地ビールが人気のお洒落
なレストランですが、地震の影響により地ビールの生産が完全にストップ
してしまいました。そのため修復に全力で取り組んでおられましたが、部
品の調達がままならない等、悪戦苦闘しておられる状況でした。

施設の日常については、コロナ蔓延により日中活動に取り組めず、利用者は基本的に居室を中心に過ごしており、気
持ちの発散が難しくストレスがたまっている様子が伺えました。職員も限られた人数で支援している中、更にコロナ感
染で休まざるを得なくなり、益々人手が足りない状況に陥っていました。しかし、逆境の中でも「やれることから一歩
一歩やっていこう」とする職員の姿勢と覚悟だけは絶対に途切れることがなく、大変感銘を受けました。

今回の派遣を通して、当たり前にあるはずの日常が一瞬にして崩れてし
まう現実は、決して遠い世界のことではないということを肌で感じました。
そして、大変な状況にある〝被災者〟が本当に望むサポートを見極め、わ
ずかでも出来ることがあればやっていこうとする姿勢が何よりも大切だと
思いました。全国各地から同じ思いを持った人々が被災地に集結して、既
に2,000名以上でバトンを繋いでいることを考えた時、人と人で繋いでい
く「使命感」のようなものを感じました。
わずか５日間でしたが、自分に与えられた役割を必死にこなしたあっと
いう間の時間でした。しかし復興への道のりはまだまだ長いです。これか
らも繋がれてきたバトンを途切らせず、思いの輪を拡げていくことで、自
分なりに被災地に寄り添っていけたらと考えています。

■輪島「輪島カブーレ」福祉避難所
　令和６年１月31日～２月４日
　山本　美佳

法人内でもつないだ思いのバトン。
私たちも被災地派遣支援に行きました。

■能登町「日本海倶楽部」
　令和６年２月16日～２月20日
　田中　康彦

能登半島地震
被災地災害派遣報告

記：水口 満記：水口 満（はばたきサービス管理責任者）（はばたきサービス管理責任者）■社会福祉法人佛子園「日本海倶楽部」令和６年２月28日～３月３日
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「いみず苑に向かう朝」� 林　里美 さん

保 護 者 の つ ど い

毎朝、純平は３時半頃に起き、私達が起きる
まで何回も私達の布団を払いのけてきます。新
聞配達の人より早いです。
起きてすぐ台所の電気をつけ冷蔵庫から納
豆、カット野菜などいつも私がする事を真似て
出してきます。
「ごはん、ごはん」と言い、今度は鍋に水を
入れ、煮干しまで入れてくれます。１、２本な
ら良いのですが、たまに10本程入れた時はあり
ます。する事はいいのですが、“しょわしない”
です。これが純平の１日の始まりです。
純平のする事に口出しすると、叩いたり、そ
の辺にある物を投げたりして、何枚も皿が割れ
たので、今では全てプラスティックの物を使用
しています。興奮させない様にだましだまし言
い聞かせています。
興奮状態のまま車に乗せると運転中の車内で
暴れ、私の髪の毛を引っ張ったり、ガラスやナ
ビを叩いたりと止めるのが大変です。またその
状態で登苑すると車からなかなか降りず、降り
たと思うと、その辺でひっくり返ったり、ロッ
カーを叩いたりと職員の方に迷惑をおかけする
こともありました。

最近の純平は苑
が近くなると（道
を知っているので）
自分からシートベ
ルトをはずして行く気
満々です。
苑の玄関に着くと喜んで軽快に入っていく

様子をみると嬉しくなります。
純平が落ち着いて苑で過ごせるように、職

員の方が対応して頂いているお陰だと毎日感
謝しています。職員のみなさまも大変だとは
思いますが、これからもどうぞよろくしくお
願いします。

林　純平 さん

保護者会コラム

「手をつなぐ育成会全国大会に参加して」
木本　健生

令和６年１月27日、28日、第８回全国大会連合会愛媛大会が松山市で
開催されました。富山県からの出席者は本人部会を含めて22名でした。

私は第２分科会の〈壮年期・高齢期の暮らし、どんな準備がいる
の？「楽しい生活は夕暮れから始まる」〉に参加しました。国立重度知
的障害者総合施設のぞみの園理事、古川真治氏が、支援の実際と親亡
き後に向けて、生活習慣病の予防と健康管理、機能の低下に相応しい
生活作り等の講演をされました。今回も参加して、大変勉強になりま
した。

令和 6 年 1 月27日～28日
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草木が芽吹き、新たな季節に心が躍ります。しかし同時に“草むしり”との闘いが始まりました。防草シートやコンクリー
トのわずかな隙間を見つけてはグングンと育つ姿は敵ながらアッパレです。
辛い、苦しいと感じる時、そんな草たちを見習おうと思いました。わずかでも光や希望を見つけ、上を向いて伸びていこ
う。光が見つからなくても、大地に根を張り、いつか伸びるための力を溜めておこう。きっと温かな陽光が見守ってくれて
いるはずです。
これから空へと芽を伸ばしていく、若草たちへエールを送ります。� （眞田章太郎　記）

編 集 後 記

ボランティアボランティア
ありがとうございましたありがとうございました

ご寄付・ご寄贈ご寄付・ご寄贈
ありがとうございましたありがとうございました

●新湊理容師会（理髪）
●訪問理美容サービス「フロール」（美容）
●大島赤十字奉仕団（シーツ交換）
●新湊ボランティア連絡協議会
　塚原地区　放生津地区　新湊地区　作道地区
　片口地区　堀岡地区　本江地区　のみなさん
　（シーツ交換）
� （敬称略）

●一般社団法人　富山県食品産業協会

●木村　加代子

●（財）花と緑の銀行　射水支店

●ダイワメタル（株）

●新湊中央ロータリークラブ

� （順不同・敬称略）

苑の行事予定苑の行事予定�� 令和６年６月現在令和６年６月現在

88月月

99月月

第27回納涼祭（24日（土））

ふれあい育成スポーツ大会

総合避難訓練

保護者会（親子ふれあい交流会）

当法人における苦情相談受付窓口
当法人における虐待防止に関する相談窓口

窓口担当者　総務課長、サービス管理責任者
ご利用期間　�８：30～17：15
　　　　　　　（日曜、祭日、年末年始を除く）

Ｔ　Ｅ　Ｌ　0766－86－1126
Ｆ　Ａ　Ｘ　0766－86－1136
※担当者が不在の時は事業所事務所までお申し出ください。

あいネットいみずでは、障害（身体・知的・精神）のある方やその関係者の方々の相談に応じ、必要な情報を提供します。
あいネットいみず（射水市七美727 いみず苑内）あいネットいみず（射水市七美727 いみず苑内）

専用TEL（0766）86-8522　FAX 86-8530　　Eメール info@inet-imizu.jp　ホームページ http://www.inet-imizu.jp

あいネットいみず（射水市障害者地域活動支援センター）

あいネット通信♪あいネット通信♪
ごあいさつごあいさつ
この４月から地域支援課長に就任しました明と申します。昭和57年
から約40年間新湊市、射水市役所で勤務してまいりました。
障がい者福祉分野は初めての取り組みとなりますが、射水市の障が
い者への基本理念である『一人ひとりが自分らしく輝き、共に生きる
思いやりのまち』実現のため、障害の多様性、時代とともに移り変わ
る環境に適応した支援ができるよう、地域の障がい者福祉の拠点とし
て皆様から信頼されるよう取り組んでまいります。
ご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

地域支援課長　明　隆之
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